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  ・日本教育方法学会第４７回大会研究発表資料  






 教員の資質向上に積極的な役割  
                  ＝ 日本教育の質を支えた 
 教育実践（実務）しつつ、資質の向上（研修研究） 
   実践が研修研究課題を生み、 
              研修研究が明日の指導に生きる 
 
 
       教師としての「やりがい」「生きがい」 
          評価は、日々の子どもの姿と笑顔 
校内研究の現状 
 教員の年齢構成の変化  
＝ 若手教員の急増と中堅層の激減 
   教育方法、教育技術の継承が困難 
   教材研究等の不足 
 都市部と過疎地域の小規模化 
   学年、ブロック、教科集団が形成できない 
   共同研究ができない 
 業績評価制度の導入 
   個人内評価 ＝ 個人目標と実績 




   ①協同 学年ブロック等による集団的な研究 
   ②継承  
     事前研、事後研中心の討議と教育課程への反映 
   ③事実 子どもと地域の実態からの発した研究課題 
  
 
  学校づくり、教育課程づくりにつながる校内研究 
    子どもと学校が変わる ＝ 「やりがい」「生きがい」 
       教師の授業力、資質向上につながる研究 
業績評価のもとでの研究 
 現職研修等 
    ①個別 個人目標と数値化 
    ②要請 
       年次別（ライフステージ）等に設定された課題 
    ③競争 孤立化された個別目標への到達 
 
 
      学校運営には直接つながらない 
      子どもの事実に向き合えない ＝ 孤立化 
校内研究への期待と信頼 
          ～教員アンケートから～ 
 実施地 北海道Ａ町、茨城県、千葉県、東京都、静岡県 
   北海道Ａ町 ＝ 伝統的協同的な校内研究実践地域 
   東京都    ＝ 業績評価導入先進地域 
 回収数 １６４人（７４％） 
 実施時期 ２０１１年７月 
 
 



































                   ①児童の実態 
                   ②地域の現状 
                   ③協同的な目標 
                   ④学校づくりにつながる 
                   ⑤教育課程につながる 
                   ⑥明日の実践に生きる 
                    
                   この地域では、「学校外で 
                   の研修研究」への期待も高 
































    「一人前」に育つ第１条件 




  授業研究中心の校内研究 
    理念や意欲中心ではない 
    「～すべき」「～ねばならない」という押し付けの排除 
 




    まず目の前の子どもたちに 
    「明日の授業」に「役立つ」内容 
 
     
   発問・学習課題・技術等と 
                 子どもの発達や教科の系統 
   学校づくりや教育課程編成につながる 





     力のある教員から学ぶ 
 
 
     
    「モデル」となる教員 
    指導技術、指導方法の伝承 
今後の課題 
① 各地に採用が増加し、多様な経歴を持つ若手教員へ  
  の聞き取り調査により、資質の向上、成長の歩みの考 
  察する。 
 
② 校内研究における教職経験による発言の内容、意図 
  等を協議会の実際に即した分析する。 
 
③ 若手教員が増加している地域、学校における校内研 
  究モデルの提案と考察。 
